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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
6 0 0 0 5 8 5 6 0 4 6 10 0 1 0 0
12 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
13 * 0 3 0 4 0 0 4 0 3 3 1 4 0 0
15 * 0 0 9 14 2 4 2 8 8 16 3 1 0 1
21 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 2 0 0
23 0 0 3 1 4 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
24 * 0 0 6 9 0 0 0 1 0 1 2 3 0 0
29 * 0 3 0 1 0 2 4 0 3 3 0 1 1 0
30 0 2 3 3 5 0 0 0 2 0 2 0 1 1 0
34 0 1 3 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0
56 * 0 0 1 6 0 0 4 3 5 8 5 2 1 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 1
4 17 25 52 7 12 18 20 25 45 14 17 5 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 6 5 12 6 8 2 0 6 6 0 2 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
6 0 2 3 1 1 1 4 0 1 0 1 0 0 0 1
7 * 1 2 2 3 0 0 1 0 1 1 3 0 2 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
13 0 0 1 1 2 2 4 0 0 3 3 0 0 1 0
14 * 1 2 2 2 0 0 1 1 2 3 3 2 1 0
18 * 0 0 1 4 4 4 5 0 0 0 1 2 2 0
24 * 0 0 1 8 2 2 0 2 2 4 2 0 0 0
30 0 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
35 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0 0 1 3 1 0
91 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 2 3 1
5 16 16 37 17 24 13 5 17 22 13 9 7 1

Team / Coach: 尾前 光昭 -
合　　　計 64
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津江 彰太 0 4
村井 大陸 4

RATE 31.3%

-

2

43.2% 70.8%
200

岩坪 康太朗

下田 忠至 4 13

21
高野 慎也 0

石塚 渉

7

4 27

高山 竜之介 7 22
井島 啓貴 6 27

10

荒谷 優斗 19 36

ST MINTO AS

元田 大貴 2

川武 雅幸 7
柳原 功希 9
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改田 賢太 0 6
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同志社大学
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Team / Coach: 二杉 茂
合　　　計 69

0 -

200
RATE 23.5% 48.1% 58.3%

0 -
-

榎本 一輝 0 20

イビス ニヨキゼラ 20 24
鎌迫 諒太

-

梶井 涼矢 12 12

山﨑 翔梧 2 12
佐々木 隆成 12 28

11
川田 稜介 2 37

0 - -

0 5

武富 星哉 0 6

谷本 真琴 3

サイモン オジュワン 15 17

幡本 優生 0 25

Ｓ 選　手　名
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MIN

田中 一輝 3 3
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.09.20
天理大学開始時間 15:00

会　　場 近畿大学記念会館

2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦

天理大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト
勝ち点7 勝ち点2試 合 ＮＯ139

69 64

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】
リーグ戦8日目第四試合はここまで安定した力を見せ、堅実なディフェンスと統率のとれたハーフコートオフェンスが
売りの天理大学と、#0荒谷、#7川武らの爆発力を持ちアップテンポなバスケットが得意な同志社大学との一戦となっ
た。試合開始から天理大は#15イビスを上手く使い得意のゲーム展開に持ち込み優位に立ったが、同志社も後半に
入ると途中出場のルーキー#35村井が攻守にわたり活躍を見せ白熱したゲーム展開に持ち込んだが一歩及ばず天
理大に軍配があがった。
【第1ピリオド】
第一ピリオド、ゲーム開始から両チームともに白熱した攻防を展開し一進一退のゲームが続く。同志社は全員が
ゴールに対し積極的にドライブでアタックしフリースローで得点を重ねていくのに対し、天理大は#15イビスを中心に
インサイドを効率よく攻め立て優位にゲームを進める。この展開のまま第一ピリオドは進んでいき、インサイドの面で
優位に立った天理大が21-15とわずかにリードを保ち終了。
【第2ピリオド】
第二ピリオド、序盤から天理大はインサイドをうまく使い得点を重ねてゆきリードを広げることに成功する、それに対し
て同志社は第一ピリオド同様果敢に攻めるも天理大の堅いディフェンスを崩すことが出来ず、点差が13点となった場
面でタイムアウトを要求する。その後同志社#7川武、#0荒谷の連続得点によりチームが勢いつくが、天理大#5田中
の3Pシュートがそれを黙らせ天理大リードのままスコア40-28で前半終了となった。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、開始早々から屈指のオフェンスをする同志社だが天理大のデフェンスは堅く中々点差を詰めることが
できず、天理大#30梶井の3Pシュートが光り更にリードを広げ同志社はたまらずタイムアウトを要求。その後は同志社
がゾーンデフェンスをひきそこから得意の速い展開に持ち込み点差を詰めることに成功し、59-49で第3ピリオド終
了。
【第4ピリオド】
第4ピリオド開始とともに同志社#6柳原の3Pシュートで火がつき一気に5点差まで点差を縮めるが、天理大も簡単に
追いつからず、残り6分、天理大#15イビスのシュートが決まったところで同志社のタイムアウト。その後もどちらも一歩
も譲らないオフェンスとデフェンスを続け同志社も果敢に攻めるが一歩及ばず69-64で天理大の勝利で幕を閉じた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

会田太朗 (京産大)戦評大野　哲広 副審 久田　浩嗣


